
負担して製品を提供する可能性についても考えるべきである,.

く5フ製品の供給に係る当面の対応
血渠分画製剤の供給に関しては.平成元年に新血液事業推進検討委員会第-

次報告で提言されたいわゆる供給-元化の考え方について.これを肯定する意
見と否定する意見の双方のメリット.デメリット く別紙7参照1が本検討会で.

も話論されてきたo そこで.血液事業における今後の供給体制の在り方をさら

に議論するに当たりlワ-キンググル-プに.よるヒアリングを実施して現時点
での供給の実情を整理した基礎資料の報告を得たo く別絡8- 1 3を参照ol

またlワ-キンググループからの報告における rアルブミン製剤及び免疫グ

ロブリン製剤の国内自絵推進のための具体的方策Jに掲げられていたr医療関
係者に対する献血由来製剤の意義.国内自給の理念の啓発Jにあるように.関
係者の基本的な意識の改善が当面必要とされており.今後の供給体制の在り方
を請論する上では,こうした意識の改善が進むことによって.具体的な将来像
に鯖ぴついていくことが期待されるo

-方.医療用医薬晶の流通改善に関する懇談会による本年9月2 8日付の緊

急提言く資料N参照1において. r医療用医薬晶の流通改善に当たって取引事

業者が翠意すべき事項Jがとりまとめられ.この中で総価契約の改善に関し.
個.々の医薬晶の価値と価格を踏まえた由引を進める観点から. r法律で特殊な

保管管理や取引の方法が規定されているFとにより.涜通過程に特別なコスト
がかかっている医薬晶j等については総価除外晶目として取り扱うことも考え
られることが示されている.く別紙1 4参卿
,なお.こ.れまでの議論やこうした血液製剤の製造後の供給をめぐ,%状況を踏
まえると.血渠分画製剤の供給体制の在り方につ.いては,輸血用血液製剤の供

給体制も考慮した上で,血液事業全体の中で検討していくことが必要である.

く61血液事業の安定化に向けた中長期的.課題
アルブミン製剤及ぴ免疫グロブリン製剤の画内自給方策を検討したワ-キン

ググル-プの報告においても提言されているが,国内自.給の推進を考えていく

上では.日本赤十字社の血液事業の安定化.医療関係者への教育の帝実と若年
層を含めた国民-般への啓発.居療機能評価における指標化く例えば.血液製
剤の適正使用に関連した指療の導入1.免疫グロブリン製剤の使用動向や遺伝
子組換え製剤の導入後の対応等.血液事業の安定化に向けたさ.らなる中長期的
課題が掲げられている.

検討会としては.これら甲課題の中でも,医苧.薬学.看護学等の教育の場
への材料提供や遺伝享組換えアルブミン製剤の直療関係者への適切な情報提供

乳今でも取り組める課塵や現時点から意識しておくべき課題カーら.関係者が
状況に応じて積極的に取組を進めていくことが重要であると考えるo
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